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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
温水及び冷水又はその混合水を供給する配管用取付け部品であって、該取付け部品は、細
長い吐水部又は吐水管、及び表面に該取付け部品を位置決めするはめ込み部を含み、該吐
水部は該吐水部の下面に配置され、該吐水部の先端に近接した供給用開口部を備え、該吐
水部を通る通路は該開口部及び該取付け部品の水引入口に通じ、該配管用取付け部品は該
吐水部の基底部で一対の部分的に結合した球形の中空構造を更に含み、
該球形の中空構造は、該取付け部品の該吐水部及び該水引入口と流体連通することにより
、該球形の中空構造内に撹拌水混合室を提供することで特徴付けられる、配管用取付け部
品。
【請求項２】
前記はめ込み部は、環状フランジ、及び該フランジから後方に突出する内側にねじ切りさ
れた円筒形本体を含み、該本体は水の配管網差し込み口のねじ付きの吐水管に回してはめ
込むように適応する、請求項１に記載の配管用取付け部品。
【請求項３】
前記はめ込み部は、環状フランジ、及び該フランジから後方に突出する外側にねじ切りさ
れた円筒状本体を含み、該本体は前記配管用取付け部品を支持面に固定する少なくとも内
側にねじ切りされたリングを備える、請求項１に記載の配管用取付け部品。
【請求項４】
前記本体は一対のねじ切りされたソケットを備え、該ねじ切りされたソケットは温水及び
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冷水それぞれの給水配管の連結を提供する、請求項３に記載の配管用取付け部品。
【請求項５】
前記取付け部品は制御部を更に含み、該制御部は前記温水と冷水を選択的に制御する弁カ
ートリッジの挿入のためのハウジングを含む、請求項１に記載の配管用取付け部品。
【請求項６】
前記制御部は該制御部から突出するハンドルを含み、該ハンドルは前記弁カートリッジに
作動可能なように接続される、請求項５に記載の配管用取付け部品。
【請求項７】
前記一対の部分的に結合した球形の中空構造の少なくとも一部は前記弁カートリッジのハ
ウジングを提供する、請求項５に記載の配管用取付け部品。
【請求項８】
前記取付け部品はシャワー室壁差込口を含む、請求項１に記載の配管用取付け部品。
【請求項９】
前記取付け部品は浴槽吐水部を含む、請求項１に記載の配管用取付け部品。
【請求項１０】
前記細長い吐水部及び前記部分的に二又に分かれた球形の中空構造は人間の男性器を表す
ように成形される、請求項１に記載の配管用取付け部品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水を供給する取付け部品に関するものであり、特に蛇口に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　例えば洗面台、台所の流し、浴槽及びシャワーで水を供給する蛇口には、多くの形状及
び設計が知られている。概してこれらの設計は、主に実用的なものであり、装飾性や面白
みを欠いている。
【０００３】
　周知の蛇口又は吐水管の他の不利な点は、通常、温水と冷水が吐水管通路のごく近くの
制御バルブから蛇口の管に導入されるので、その温水と冷水が水流で混合することができ
ないということである。
【０００４】
　配管用取付け部品はほぼ完全に実用的なものであり、それらの外形は面白みがない。ほ
とんどの場合、蛇口の吐水部は、一般に一定の断面積の円筒状又は卵形の管として形成さ
れる。
【０００５】
　上記のいくつかの不都合に対処する又は少なくとも改善する、あるいは役立つ選択肢を
提供することが本発明の目的である。
【０００６】
　用語「含む」（及びその文法的な変形例）は、「有する」又は「含有する」という包括
的な意味で本明細書において用いられ、「のみで構成される」という排他的な意味では用
いられない。
【０００７】
　上記項目の発明の背景における従来技術の議論は、そこで議論されるいかなる情報も引
用可能な従来技術である、あるいは、いかなる国においても当業者に共通の一般知識の一
部分であることを承認するものではない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　そのように、本発明の幅広い形態で、温水及び冷水又はその混合水を供給する配管用取
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付け部品が提供される；その取付け部品は、細長い吐水部又は吐水管、及び、表面にその
配管用取付け部品を位置決めするはめ込み部を含み；その細長い吐水部は、細長い吐水部
の下面に配置され、吐水部の先端に近接した供給用開口部を備え；その吐水部を通る通路
は、はめ込み部で開口部及び引入口に通じていて；配管用取付け部品は、細長い吐水部の
基底部で、一対の部分的に結合した一般に球形の構造を更に含むことで特徴付けられる。
【０００９】
　好ましくは、上記一対の部分的に結合した一般に球形の構造は、中空である。
【００１０】
　好ましくは、上記はめ込み部は、環状フランジ、及びそのフランジから後方に突出する
内側にねじ切りされた円筒形本体を含み；その本体は、水の配管網差し込み口のねじ付き
の吐水管に回してはめ込むように適応する。
【００１１】
　好ましくは、上記はめ込み部は、環状フランジ、及びそのフランジから後方に突出する
外側にねじ切りされた円筒状本体を含み；その本体は、配管用取付け部品を支持面に固定
する少なくとも内側にねじ切りされたリングを備える。
【００１２】
　好ましくは、上記本体は、一対のねじ切りされたソケットを備え、そのねじ切りされた
ソケットは、温水及び冷水それぞれの給水配管の連結を提供する。
【００１３】
　好ましくは、上記一般に球形の構造は、取付け部品の水引入口又は複数の引入口、そし
て細長い吐水部に通じていて、撹拌水混合室を提供する。
【００１４】
　好ましくは、上記取付け部品は制御部を更に含み；その制御部は、温水と冷水を選択的
に制御する弁カートリッジの挿入のためのハウジングを含む。
【００１５】
　好ましくは、上記制御部はその制御部から突出するハンドルを含み；そのハンドルは上
記弁カートリッジに有効に接続する。
【００１６】
　好ましくは、上記一対の部分的に結合した一般に球形の構造の少なくとも一部は、上記
弁カートリッジのハウジングを提供する。
【００１７】
　好ましくは、上記取付け部品は、シャワー室壁差込口を含む。
【００１８】
　好ましくは、上記取付け部品は、浴槽吐水部を含む。
【００１９】
　好ましくは、上記細長い吐水部及び部分的に二又に分かれた一般に球形の構造は、人間
の男性器を表すように成形される。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
　本発明の実施態様は、ここで添付の図面に関して説明される：
【００２１】
【図１】図１は、本発明の第１の好ましい実施例の側面図である；
【図２】図２は、図１の第１の好ましい実施例の前面図である；
【図３】図３は、図１の第１の好ましい実施例の後面図である；
【図４】図４は、図１から３の第１の好ましい実施例の切断図である；
【図５】図５は、本発明の更に好ましい実施例の側面図である；
【図６】図６は、図５の更に好ましい実施例の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【実施例１】
【００２２】
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　本発明は、温水及び冷水、又は温水と冷水の混合水を供給するための配管用取付け部品
を提供する。図１から４に関してこの好ましい実施例における取付け部品１０の最も基本
的な形状では、はめ込み部１４から伸びている湾曲した細長い吐水部又は吐水管１２が含
まれる。
【００２３】
　吐水部１２は、その下側に開口部１８を有する先端１６を備え、それに近接して配置さ
れ、その開口部１８は、はめ込み部１４で提供される引入口２２に次に通じる通路２０（
図４で示される）と通じている。
【００２４】
　一対の部分的に結合した一般に球形の構造２６が下側で提供され、吐水部１２の基部２
４に近接している；すなわち構造は、２つの一般に球面の表面であって部分的に互いに結
合している形である。これらの構造２６は、好ましくは中空であり、同様に通路２０及び
引入口２２と通じている。
【００２５】
　はめ込み部１４は、環状のはめ込みフランジ２６から後方に伸びている円筒形本体２４
を含み、壁表面に対して配管用取付け部品を同一平面に取付けるように適応する。
【００２６】
　引入口２２は、温水及び冷水の給水栓アセンブリからの差し込み吐水管２８のように、
水配管網差し込み口にねじではめ込む内側のねじを備えている。
【００２７】
　図１から４の好ましい実施例は、浴槽の上の壁面差込口、洗面台又はシャワー室の両方
に適応することができる。
【実施例２】
【００２８】
　ここで図５及び６を参照すると、本発明の配管用取付け部品１００は、混合アセンブリ
１１４を含んでもよい。好ましいが制限的ではない配置において、混合アセンブリ１１４
は、標準の混合カートリッジ（図示せず）を収容するための横断方向に取り付けられた円
筒ハウジング１１６を含んでもよい。
【００２９】
　当技術分野で周知のように、そのようなカートリッジは、本実施例におけるハンドル要
素１１８によって選択的に温水及び冷水の通路を開くように制御される摺動板弁要素を備
える。温水又は冷水、あるいは温水及び冷水の混合水の流れの制御は、図５及び６におい
て矢印により示されるように２つの自由度で選択的にハンドル１１８を回転させることに
よって提供され；円筒ハウジング１１６の長軸の周りの回転により、温水及び／又は冷水
の制御が選択され、一方でその軸に対するある角度での回転が流れを制御する。
【００３０】
　配管用取付け部品１００は、可撓性の温水及び冷水管１３２及び１３４の接続のため、
一対のねじ付きソケット（見えない）でその下側で提供されるはめ込みフランジ１２６か
ら下方へ伸びている引入口及びはめ込み部１２４をさらに備えている。はめ込み部１２４
は、好ましい一実施例では、表面に配管用取付け部品１００を固定するための内側にねじ
切りされたリング（図示せず）、又は、従来技術において一般に用いられる他の固定手段
を備えてもよい。
【実施例３】
【００３１】
　図７及び８に関して本発明の更に好ましい実施例において、配管用取付け部品２００は
また、一対の部分的に結合した一般に球形の構造２３０を有して吐水部の基底部で提供さ
れる細長い吐水部２１２を含む。この場合、球形の構造の少なくとも一部は、上記の実施
例のように、制御バルブ（図示せず）を収容するように配置され、温水又は冷水を混合し
、混合領域へ及び吐水部につながる通路へ温水又は冷水あるいはその混合水を送達する。
【００３２】



(5) JP 6485752 B2 2019.3.20

10

20

　したがって、例えばカートリッジは、構造の中心により定められる軸２３１に沿って一
般に配置された球形の構造のうちの１つに実質的に収めることができ；球形の他の構造の
部分は、水が吐水部２１２を通って通路へと流れる混合室を提供する。
【００３３】
　好ましい構成では、制御又はハンドル要素２１８は、部分的なシェル２１９を形成して
、弁要素を収容している球形の構造に一般の形状において順応し、制御バルブの長軸２３
１の周りでまず回転し、次にある角度でその軸の周りを回転するように連結されてもよい
。
【００３４】
　上記の実施態様の各々において、吐水部（１２、１１２）、及び一対の部分的に結合し
た一般に球形の構造（２６、１２６）の形状は、人間の男性器を表すように成形される。
【産業上の利用可能性】
【００３５】
　本発明の配管用取付け部品の吐水部及び一対の部分的に結合した一般に球形の構造の特
徴的な形状は別として、一般に球形の構造内にあり、外側の表面の形状に好ましくは一般
に順応する空洞は、混合カートリッジ又は取付け部品の引入口から流入する温水及び冷水
の撹拌混合のための事実上の混合室を提供する。
【００３６】
　上記は本発明のある実施態様のみを記載したものであり、当業者にとって明らかな修正
は本発明の範囲から逸脱しない範囲で作成することができる。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】

【図７】
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